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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　言
．現在高知県高岡郡佐川町における米国産クロフ　　に達している．そこで昭和28年６月に栽培者か
ドローリ(Croft-lily)の栽培は，昭和23年に始め　　ら依頼され樅病球を調査しすこと’ころ, Ｆｕ＾ａｒiｕｍ
られすこものであるが，当時は栽曙熱が高まらす，　　による被害である事を認めfこので直ちに該菌を分
佐川町及び斗賀野村で各･々１反５畝程度の栽培に　　離し7こ．又スヰセンの促成栽培も近時旺んになり
過ぎなかっすこ．然るに28年には３町歩となり，　つ｀ゝあるが，昭和28年11月に種球を或る種苗会
今後益･々拡がる傾向を示している．クl=･フト●-ﾘ’　牡より買入れすこところ全球が黒褐色化し軟腐して
は球を主として米国に輸出するのである炉，その　　いるので，その調査を依頼され了こ．調査の結果，
球の鱗片の表面に褐色の＝1ノレク化し7こ病斑炉多数　　本菌もＦｕsａｒiｕｍ　Vcよる被害であることを確か
発生し，商品價を低下させるだけでなく，樅病球　　め，直ちに分離し7こ．その後これらのＦｕ＾ａｒiｕｍ
は輸出炉出来ない状態で，折角の栽培も挫折の域　　に関して調査を行っすこのでその結果を報告する．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　病徴並に形態
　　クロフトー－リのＦｕｓａｒiｕｍ　　　　　　　　　ｌぷって軟腐し，漁度の高い場合は雪白色～淡桃色
　被害球の鱗片上に不規則な褐色病斑を生する　　の菌糸で蔽われる．被害球は深部まで侵され，悪
が，表皮の一部が＝リレク化するのみで，深部への　　臭を放つ．菌糸は無色～淡暗色で分岐し．隔膜を
腐敗は起らない．菌糸は無色～淡暗色で分岐し，　有する．幅は1.4～2.7μである．分生胞子は大型
隔膜を有し，細胞内には多数の穎粒を蔵するよ分　　と小型の胞子に分れ，無色～淡褐色である．大型
生胞子は無色～淡暗色で，大型胞子は･2～4の細　　胞子は２･ヽこ･５細胞で，大きさは13.5～32.4χ2.7μ
胞よりなるが，３細胞のものが最も多い．，大き　　である．小型胞子は草胞で, 4.1～10.8〉く1.4～2.
さは13.5～37.8〉ぐ5.4～6.8μで，小型胞子は草　　7μの大きさである．
胞で5.4～13.5×2.7～4.1μの大きさである．　　　　上述のＦｕｓａｒiｕｍ　fj^ --^y又はスヰセｙを侵
　　スヰセンのＦｕ＾ａｒiｕｍ　　　　　　　　　すと言う報告を見ないので，こヽりこおいては
　被害球の鱗片は基部より上部にいフリ）黒褐色と　　Fiisａｒiiim　ｓi).としておく．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　生　理　的‘性・質　　　　　　　　　　　一犬
　馬鈴薯煎汁寒天培養基を使用して両Ｆｍａｒiｕｍ,
ｓｐ，の28°Ｃにおける培養基上の性質，発育と温
度並にｐＨとの関係を調査しすこ．
　先ず培養基上におけ'る菌彼の性質をみるに両菌
とも殆んど同一性質を示す炉，スヰセンrの
Fusariiμglは定温器（５～６’日間）･に･置い了こ場
合と，その後実験室「７日間」に移しすこ場合との
間に菌叢の色に変化を生する（第１表）．
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　　　　備考第１回試験は６日間，第２回試験は５日間培養後の性質（外同様）．表中廿時象中沓糸の発育の良好な
　　　　事を示す.（2）内の菌叢の色は観剔表実験室の窓際に７Ｈ開放置した時の色．
　次に発育と温度とφ関係については，４リの　　育をなす．これに:反じスヰセ.ンの,Ｆｕhaｒｉｉａｎ sp.
Ｅｕｓａｒｍｍ　ｓｐ.の適温は28°～30°Ｃの間にあり　　の適温id;25°～’28°.Ｃの間にあ:f):/io°c:では発育
10°Ｃでは殆んど発育しないが，35°Ｃでは良好の発　　するヵ5, 35°Cでは殆んど発育しない（第２表）j
　　　　　　　　　　　　　　　　第２表　　発育と温度との関係　　　Ｉ　　　　　　一　　　’・
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　　　　備考表中一は菌叢の不発育，士は発育するも測定出来ない事を示す．　　　　　　．．
　　釘こ発育とｐＨにつりては，両菌とも殆んど　　～６日間培養後,の･ｐリは陽性,ヶアルカリ性共に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　●’　　　■●　　a･　ゝ恥●　●同ッ性質を示し，最適のpH (i 7.0附匠で，５ 中性の方向に変作する（万第３衷）･ｊ　． ／
　　　　　　　　　　　　　第３表　　28°Ｃにおける発育と培養基のｐ耳との関係　‥‥‥’｀．
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備考表中十は曙捻基が凝固しないため,.接種胞子が撒在し，一定の菌叢の形を取らないため，その発育度を
　測定出来ない事を示す．ｐＨの調製は振酸と苛性加里又は＆酸と苛性曹達を使用し，調査は東洋水素イオン
濃度試験紙によつた･．‘･’
！‘･:ｙ’
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　　　　　　　　　　　ユ２ｙ及びズ集センのFtisariumヽ亡就いて　（森本）ﾄ．
定温器に一定期間置いて発病状態を調査し仁．恟　　の鱗片について行つすこ（第４表）．
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即ち両菌とも同様な病原性及び病
徴を呈し，･クl=･フトユリでは有傷の　　寄床別
場合は８日目，無傷の場合はl1日目
に発病し，26日目には，直径２心５
ｍｍのほヽ･r円形の病斑を生じ，中
心部は褐色を呈する．病斑を切断し
て見ると表皮のみコノレク化し，内部
は侵されず，又病勢の巡行は極めて
おそい．‥
　スヰセンでは有傷．無傷とも８日
目に発病し，黒褐色の病斑を呈し,.
11日目以後には鱗片の全部が歌腐し
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．，］殺菌剤と９関係＼
：趨剤としてはフォルマリン，粉剤
としては三共ボフレドウ粉剤，リオグ
ジダ･スト，セレサン石女及びダイゼン粉剤６，液　　?こ．又粉剤及び液剤記関しては，小型撒粉器又は
剤としてはダイセ･ン（水１合に対して0.3:瓦）;ザ小型微示器1? cover glass 上に，撒扮反は撒布
三共ボルドウ（水１合に対して0.12匁），及びり　　，して,･hollow glassによ･る発芽試験によって，
オゲｙ（1000倍）を使用して，該菌に対する殺菌　　その効果を比較調査しすこ（23°Ｃ）.　　　　　グ
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第４表 接種試験結果（20°Ｃ）
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　.先.やフォ7レマリンに.対しては，--りの
Ｐ^^ｓａｒＪＭｍ　ａｐ.はスヰセンのそれに比して多少彊
く･，胞子は前菌は６時伺で4～20％の発芽卒を
示すのに対し，後菌は死滅する．又菌糸では，前
菌は２日･で死滅するのに対し，後菌は18時間で
ある（第５表）･．
効果を1954年２月上旬(28°Ｃ)に調査し7こ．フ
オルマリ･ｙ峰関しては，一週間平面培養(28°Ｃ)
のフラスコ内に脱脂綿にフオルマ゛リンを吸収させ
丿こものを投入しC-0.4～15°･Ｃ)，一定時間後に
胞子は, hollow glass による発芽試験で，菌糸
Jは新しい培養基上に移してそ,の効果を比較調査し
備考･表中－は不発病,･士は僅かの発病，十は明らかな病斑を
　現わした事を示す．
:第g表　でフォルフリ｀ジ祐)殺扇効果
4 ’
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　次に粉剤の殺菌力について調査し
7こ結果，一一リのＦｕｓａｒiｕ刀Ｉ Ｓｐ・ 及
び，スヰセンのＦｔｉｓａｒiｕ？≪　ＳＴ>,は
ダイセンに対しては，前菌は20～41
％，後菌はO～8％の発芽卒を示す
が，他の粉剤ではいずれも発芽しな
い（第６表）．
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第６表　　粉剤の殺菌効果
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　･ま?こ液剤に就ては，スヰセンのＦｔtｓａｒｎtｍ　ａｐ.
際対しては，三共ボルドウ及びリオゲン炉最も彊
い殺菌効果を有し，ダイセｙにはその効果は少な
い。ｺｰﾘのＦｕｓａｒiiim　ｓｐ.に対しては。三共ボ
ノレドウのみが強い殺菌効果を示し，リオゲこ／では
Oヽ･4％にダ･イセンでは60～64％の発芽牟を示
し，ダイセンは粉剤同様殺菌効果を有さない（第
７表）．・
第７表　　液剤の殺菌効果
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　　　　　　　　　　　　総括並に結論
（1）ク1・フ.ドローりの鱗茎の表面に褐色病斑を生　・　する．
じ，表皮のみコルク化し，深部に及ばない疾病，
及びスヰセンの鱗茎を黒褐色に軟腐さす疾病は，
ともに八sarium IS,菌の侵入によるものであ
るが，未だ本病･々原菌に関する発表を見ないの
で，こ｀ゝにおいてはFusaﾀ･ium Sp.として報告
　(2)培養基上における菌叢の色は両菌ともに暗一
室内ではPale-Cinnamon Pink であるが，不ヰ
セソCT)　Ｆｔi%ａｒｍｍ　ｓχ）．の菌叢は明かるいところ
に移すトｎｅ弛･pink に変るｙ
　(3)ユリの'芦心雨脚7z sp. 昿10°～35°Ｃ間に．
ｺｰﾘ及びスヰセンのFusaパz四に就いて　（森本）
　　　　　一一　　　-
発育するが100Cでは殆んど発育しない．適温
は28°～30°Ｃの欄にある．又スヰセこ／の
Ｆｕｓａｒiｕｍsp. はﾊﾟLO°～30°Ｃの間に発育し, 35o
Cにおいては殆んど発育しない．適温は250～28°Ｃ
の開にある.
　(4) pH　との間係においては，両菌はまつすこ
く同一性質を有し，廣い範囲に発育するが，最適
は7.0附近にあり.5～6日間培養後は酸，フリレカ
リ共に中性の方向忙変化する傾向炉ある.
　（5）ユリ,及びスヰセｙに対ずる病原性は両菌と
もまつす二く同様で，有傷，無傷にカハわらす侵入
する．
５
　㈲　フォルマリン瓦斯に対して，胞子はユりの
Ｆｕ＾ａｒiｕｍsp.　では18時間，スヰセン'の
Ｆｕｓａｒiｕｍ　ｓｐ.は６時間で叉菌糸は夫･々２日間
及び18時期で死滅する.
　(7)粉剤中，三共ボルドウ粉剤，リオゲンダス
ト及びセレサッ石友は両菌に対し殺菌効果大であ
る炉，ダイセン粉剤にはその効果は少ない.
　(8)液剤中，三共ボルドウ及びリオゲンはスヰ
センのFiも％ａｒｈもｍ　ｓｐ.に対し，三共ボルドウは
ユ･リのＦｗ＆ａｒｍｍＳｐ.に対して，殺菌効果を有
するが,粉剤同様ダイセｙにはその効果は少ない．
(昭和30年７月23日受理)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RESUME
　(1) The bulb scale of croftlily, with　brown spots, corky only on surface, and of
daffodil, with blackish brown spots･are caused by ＥｉＫａｒiｕｍ,which is here reported as
Ｆｕｓａｒiｕｍｓｐ.,because it was not reported so far.
　（2）Ｔｈｅ　color of colonies of both these fungi, in the dark。is pale　cinnaman pink.
but in the light ，that of FIもｓａｒｍｍ　ｓｐ.０ｆdaffodil changes to flesh pink.
　(3) Ft,もｂａｒiｕｍsp. ０ｆCroftlily grows at 10°～35°C, but very little at 10°C. optimum
temperature for g^o^yth is at between ２８°Ｃand 30°C.　ＦＩもＳａ？･iｕinｓｏ.０ｆ daffodil grows
little at 35°Ｃ. Optimum temperature is at between 25°Ｃ and ２８°Ｃ.・
　(4) Both the fungi　grow equally in　all　PH values, but optimum pH is 7.0, and
their culture media change acidity and alkali to neutrality in 5～6 days.
　(5) Both the fungi are pathogenic over croftlily and daffodil with the same symptom.
　㈲　In　the gas of formalin, spores ｏ！Ｆｕｓａｒiｕｍ　ａχ）｡(croftlity)die within １８　honrs.
that of Fusarmm sp. (daffodil) within 6 hours ；　mycelia of the former within ２ days.
that of the latter within １８hours.
　(7) Of　all　dusts, Sankyo Bordeaux　Dust, Riogen　Dust　and　"Seresanseccai” have
sterilization over both the fungi. but Dithane Dust have none against them.
　(8) Of a11 solutions. Sankyo Bordeaux and Riogen have sterilization against F1もｂａｒiｕｍ
sp. (daffodil), Sankyo Bordeaux　against　Ｆｕ%ａｒiiしｍ　ｓｐ. (croftlily), but Dithane has
not any more than Dithane Dust against them｡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Received July 23， 1955)
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